
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 毎年 12 月１日から、自治会や町会を通

じて、また、街頭にてお力添えをお願いし 

ております「歳末たすけあい・地域ふれあ

い募金」は、心身に重い障害のある方等への

見舞金や、ボランティア活動の推進、子ど 

も食堂の育成など、住民が主体となって取 

り組む地域福祉活動を支える資金等に活 

用させていただいています。 

                        

 これからの社会は、人口減少と少子高齢化が一層進むことが予想され、定年制の延長等

多様な働き方を支えるしくみ作りや年金制度の改革などが進められています。住民主体の

地域福祉活動も、これまでの「支える人・支えられる人」という関係から、一人ひとりが

社会と関わりを持ちながら、「お互いに支えあう（仲間作り）」を基本とする形に変わりつ

つあります。 

 

                        当社会福祉協議会では、募金の一部 

         （地域福祉活動費）を、住民主体の地 

         域福祉活動の質の向上とともに、新し 

い地域福祉活動の育成に活用してまい 

ります。 

 

 

 

 

 

募金が地域で循環するしくみ 
         

 
 

 

社会福祉法人 大田区社会福祉協議会 
〒144-0051 大田区西蒲田 7-49-2 

 03-3736-2266 
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大田社協イメージキャラクターあいちゃん 
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平成 30年度の実績（募金総額 \43,921,470-） 

 

 

 
見舞金 

\6,025,000- 

印刷経費等事務費 

\4,390,946-   

 

地域福祉活動費 

\33,505,524- 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みなさまのお力を           お寄せください。 

PHOTOGRAPH 

 

  

 

 

 

 

年齢や性別、障害の有無を超えて、共にスポーツ 

で汗を流しています。 

 使用済み切手を活用して、食料支援活動の資金

作りのための活動を進めています。 

ボランティアやＮＰＯ団体が協力して開催する

研修会等を支援し、活動の充実を図っています。 

 健康体操や子育てなど関心のあるテーマで活

動する「サロン活動」を支援しています。 

  

  


